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★ 温 か み の あ る よ りよ い 医 療 と 福 祉 を 提 供 しま す 。

★ 職 員 は 互 い の 向 上 を は か り ま す 。

★ ひ と りの 人 間 と して 、 そ の 人 格 、価 値 観 を尊 重
します 。

★ 医療 の 内 容 を矢□り、 選 択 す る権 利 を尊 重 しま す 。

★ プ ラ イバ シーが 守 られ 、 公 正 な 医療 を受 け る権 利
を尊 重 します 。

★ 安 全 で 質 の 高 い 医 療 と 福 祉 を 提 供 しま す 。

★ 快 適 な 療 養 環 境 と 職 場 環 境 を つ <り ま す 。

★ 人 間 尊 重 の 経 営 で 効 率 性 と 透 明 性 を 高 め ま す 。

★ 地 域 と 連 携 して 医 療 の 継 続 性 、 疾 病 予 防 と健 康 増 進
に 努 め ま す 。
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卵の殻アニ ト『 赤富士』

年 間 を通 じてや す らぎ通所 リハ ビ リテ ー シ ョンで は、利 用者 の皆 さん が参加 して い
た だ け る共 同作 品 を作成 して い ます 。 一 人 で はで きな くて も、み ん な の力 を合 わせ れ
ば大 きな作 品 に な る。 完 成 した ときの喜 び 。達成感 を 目的 に取 り組 んで い ます。

今 回 はそ の作 品 の 中の一 つ を紹介 させ て い た だ き ます 。

「

~幕
冨Ъ蓋耕1あ瑛

・
だ
………

| 作 品 完 成 と利 用 者 さん の反 応

今 回は、昨年秋 ごろか ら作成 した卵 の殻 アー

ト「赤 富士 Jを紹介 したい と思 い ます。題材 は
い ろい ろな候 補 の 中か ら、利 用者 さん に もな じ
み の あ る富士 山をみ んなで決 めま した。

い ざ 、 作 品 制 作 ヘ

利 用者 の皆 さん は 「アーや つ とで きた。 」
「こ りゃ、縁 起 が ええわ。 」 と喜 ばれ てい ま
した。 中にはやす らぎ通所 リハ ビ リテー シ ョ
ンに来 て これ をす るのが仕 事 だ と、や りがい

を持 って取 り組 んでいただい た利用者 さん も
い ま した。

制 作期 間約 3ヶ 月 、み ん なで協力 してす ば
ら しい作 品が完成 しま した。 次 回は また どん
な作 品がいいか とみ ん なで考 えてい ます。

まず 上 の写真 の よ うに卵 の殻 に色 を塗 り、利
用者 さんが 下絵 の場所 に貼 り付 けてい きます。
皆 さんお しゃべ りを しなが ら、わ きあい あい と
した雰 囲気 で作成す るこ とが で きま した。 とこ
ろ どころ細 か い作業 もあ り、 ピンセ ッ トを使 い

なが ら上手 に され る利 用者 さん もい ま した。 仕
上 げ に も う一度 色 を塗 り完成 。

印 の 殻 を 下 絵 の 場 所 に ピ ン セ ッ ト で
貼 ιl付け て llる こ こ う で す 。

塞 威 じ鯉 印 の 毅 ?― 卜 「赤 富 士 」

今 回の作 品の よ うに長期 間 にわた り作 品作
りに取 り組 む こ とで、利 用者 さん に とつて、
やす らぎ通所 リハ ビ リテー シ ョンヘ通 うこ と
へ の楽 しみ に もつ なが ってい るよ うです。

今 後 も機 会 が あ りま した ら、本誌 記事 へ掲
載 し作 品の紹介 を させ ていた だ きたい と思 つ
てい ます。
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『 けん|し|ん』|を―受‐け|ま |し よ|‐ う●

み な さん。『 けん しん』 は受 け られ て い ます か ?
・ 健診 なん てお金 も時 間 もか か つて めん ど うだ。
・ 自分 は健 康 だ か ら健診 な んて受 け る必 要 は ない。
そ ん な風 に思 われ て い る方 も多 い ので は ない で しょ うか ?

健 診 は隠れ た病 気 を早 期 発 見 、早期 治療 す るた めの もの
です 。 定期 的 に健 診 を受 け、再検 査 の診 断 が 出た場 合 には
医療機 関 を受診 し、必 要 な らば治療 を行 ない ま しょ う。

当院 で は年 間 3000人 近 くの方 が健 診 を受 け られ て い ます。 そ の 内 のお よそ 4割
の方 に何 らか の異 常 が見 つ か り再検 査 を必 要 とす る結 果 とな つて い ます。

□再検査となり医療機関受診

■再検査となったが受診せず

囲異常なし

平成22年度 当院健診受診者の健診結果

しか し、実 際 に は この 内 の
1割 の方 しか再検 査 を受 け に
来 られ てい ませ ん。 残 りの 9
割 の方 は何 らか の異 常 が見 つ
か つてい るに もか か わ らず 、
再検 査 を受 けず 、健 診 を受 け
た だ けの状態 に な つてい ます
せ つか く受 けた健 診 もこれ で
は意 味 が あ りませ ん。

将 来 の 自分 の た め に も、再
検 査 の診 断 が 出た場合 に は 医
療機 関 を受診 しま しょ う。

当院 の健 診 につ い て簡 単 に ご紹 介 します。

☆事 業所 健 診 、各 種 健診
定期健 康診 断や就職 時・ 就 学 時 にお け る健 康診 断 な ど
各種様 々 な健 診 を行 な つてお ります 。
● 日帰 り人 間 ドック (健康保 険組 合 )

●生活 習慣 病 予 防健 診 (協会 けん ぽ )

● 半 日人 間 ドック (佐藤 病 院独 自)

例年 通 りで あれ
ぜ ひ この期 会 に

☆特 定健康 診 査 。特 定保 険指 導
平成 20年 度 よ り当院 で も特 定健 康診 査 を実施

して い ます。 各保 険者 よ り発 行 され た受診 券 を
お持 ちい た だ けれ ば健診 を受 け る こ とが で きます。

また 当院 で は特 定保 健 指 導 も行 ってお ります。
健 診 の結 果 に基 づ い て食 習慣 の見 直 しが必 要 な
場 合 は、管理 栄養 士 がサ ポー トします。

ば、 6月 か ら岡 山市 の健診 が始 ま ります。
健診 を受 け、 日々の健 康 づ く りに役 立 て て くだ さい。

ぬ
馨
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あ な た の骨 は大 丈 夫 ?
～ 骨 密 度 検 査 の お 知 らせ ～

骨 は男 女 とも 30歳 頃 を ピー クにそ の密 度 が低 下 して い きます。

特 に女性 の方 は 閉経 後 、 ホル モ ンバ ラ ンス が変 わ る為 、急 激 に骨 密 度 が低 下す る傾 向が あ

ります。

骨密 度 が低 下 します と、転倒 に よ

る骨 折 の リス クが高 くな ります。

も し、骨 折 を して入 院や 手 術 とい

う事 に なれ ば短期 間 で あれ 寝 た き り

の状態 とな り、筋 力 は低 下 し再 び 日

常 生活 に戻 るに は専 門の リハ ビ リが

必 要 とな ります 。 痛 み が強 い場合 や

個 人 の状 況 に よつて は車椅 子 の生 活

や 、寝 た き りの生 活 にな るか も しれ

ませ ん。 特 に足 の付 け根 (大 lin骨 近位

部 )の 骨 折 は、寝 た き りや 要 介護 に な

る可能 性 が高 く、骨 折後 の生 活 に大

きな影 響 を及 ぼす と考 え られ ます 。

骨 折 を して後悔 をす る前 に、ぜ ひ

一 度 ご 自分 の骨 の密 度 を計 測 され る

の はい か がで し よ うか ?

1骨1粗1難症 に よ る骨 折そ 1燿|こ|し

,‐ ● ■ や す V.ヽ 人 の特徴‐■ ■

大腿 骨 近位 部 骨 折 の家 族歴 が あ る

(両親 いず れ か )

身 長 の低 下 (25歳 時 よ り4cm以 上 )

ステ ロイ ド薬 の使 用や 関節 リュ ウマ

チ な どの疾 患 の有 無

喫煙 や過 度 の飲 酒

(体 重 一年 齢 )× 0.2が 4未満 の方

(FOSTAに 基 づ く )

男性

女性

年 齢 10  20  30  40  50  00  70  30(甫 :)

当眸での電機1穣1癌12治療法

当院 で は、 まず 、骨密 度 計 測 装 置 で骨 の密

度 を調 べ ます 。 そ の結果 骨 粗愁 症 と診 断 され

た場合 には、血液 検 査 を行 つて い ただ く場 合

が あ ります 。

骨 は新 陳代 謝 に よ り常 に新 しくつ く り替 え

られ て い ます 。破 骨 細胞 が古 い骨 を壊 し (骨

吸収 )、 骨 芽 細 胞 が新 しい骨 をつ くつてい る

(骨 形 成 )の です が 、骨 粗 愁 症 の場合 に はそ

のバ ラ ンス が崩 れ てい る事 が ほ とん どです 。

破 骨 細 胞 が骨 を壊 しす ぎて い るの か、骨 芽 細

胞 が新 しい骨 をつ くれ てい ない の か、 それ ら

を調 べ る為 に血 液 検 査 を行 い ます 。

検 査 の結 果 に応 じて 医師 か ら薬 を処 方 され

ます 。

骨
量

釜
1∞

大
骨
量

婚 50
す
る
割
合

骨吸収 骨形成
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次に骨芽組胞が溶けたところに

新しti骨 をつくつてt'き ます
破骨細胞が古くなつた骨を

澪かしてt:き ます
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骨 密 度 計 測 装 置 「 Discovery」

この度 、佐 藤 病 院 で は ホ ロジ ック社 製 の骨 密 度 計 測 装 置 「DiscoveryJを 導 入 い

た しま した。 過 去 の デ ー タ も引 き継 がれ て い ます の で 、 以 前 に 当院 で骨 密 度 の検 査
を受 け られ た 方 も過 去 の測 定 値 と継 続 して比 較 す る こ とが で き ます 。

検 査 の受 け方 も とて も簡 単 で 、苦 しい 息止 めや 難 しい 体位 は な く、 た だ寝 て い る
だ け で検 査 が 終 了 します 。

検 査 箇所 は背 骨 (腰椎 )と 足 の付 け

根 (大 腿 骨 近位 部 )の 2ヶ 所 です。 検

査 終 了後 は、 当院 の 医師 (健診 の場合
には技 師)が結 果 の説 明 を行 い ます の

で 、 わ か らない こ とや 疑 間 が あ りま し

た ら遠 慮 な くご質 問 くだ さい。

骨 粗 愁症 と診 断 され た場 合 は、 当院
で治療 を行 うこ とも出来 ます 。 ご 自分
の骨 と長 く丈 夫 に付 き合 って い くた め

に一度 骨密 度 測 定 を ご検討 くだ さい。

極めて少機 Xヽ線を

rll用しているので,

女性の方でも

着衣のまま仰向けに
ベッドに横になるだけで,

どもスト許
に検査できます。

(測定する部位により

異なります)

検薗デL夕は保存されます

ので,定期的な検査で,

正確な診断
が行えま魂

乳製品

魚

青菜

大豆製品

果物

緑黄色野菜

。●

安心で島
痛みもなく
簡単にXll定できま島

知 つ て得 す る豆 知 識

骨 の 健 康 に 大 切 な お も な 栄 養 素 とそ の働 き

骨 を丈 夫 に保 つ 為 には 日頃 の運 動 や 生活 リズ ムな どの要 因 が 関係 して きます。
運 動 で骨 を丈 夫 に保 つ こ とも大切 です が 、 こ こで は少 し、 日頃 か ら気 を付 け られ る
食 事 につ い て注 目 してみ ま しょ う。

骨 が弱 くな るの です か ら、 カル シ ウムが必 要 なの は よ く知 られ てい る事 と思 い ま
す が 、 カル シ ウムだ けで は丈 夫 な骨 を作 る事 は 出来 ませ ん。
骨 の健 康 に大切 なお もな栄養 素 とそ の働 き を ご紹 介 い た します。

栄養素 食品例

カルシウム

ビタミン D

ビタミン K

マグネシウム

ビタミン C

ビタミン B― 葉酸

骨の量の維持、増加を助ける

カルシウムの吸収を助ける

骨の健康に必要なたんぱく質をつくる

カルシウムが骨に結びつくのを助ける

骨の土台となるたんぱく質が作られるのを助ける

骨の土台となるたんぱく質を丈夫にする
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骨 粗 髪 症 ンフ

つ 。

デ
」

前頁では骨密度検査 につ いて掲載 しま した。骨密 度 に深 く関わ りのあ る骨粗髪症 を

防 ぎ、健康 な生活 を送 りま しょ う。

骨粗承症 を予 防す る為 の 日常生活 のポイ ン トは①食事②運動③ 日光浴 と言 われ てい

ます。今 回は運動 をテーマ に取 り上 げてい きます。

‐   骨 粗 愁 症 と 運 動     ‐

カル シ ウム を骨 に沈着 させ る為 には、骨 に

圧迫 力 を加 え る こ とが必要 です 。 特 に身 体 の

縦 方 向 に負荷 が か か る運 動 は最適 です 。 骨 に

加 わ る力 が大 き く、繰 り返 しが多 い ほ ど骨 を

強 くす る とい われ てい ます が 、無 理 に激 しい

運 動 をす る必 要 は な く、骨 にか か る力 が大 き

くな くて も継 続 して行 うこ とで効果 は期 待 で

きます 。

そ こで 、 日頃運 動 を行 つて い ない方 、高齢

な方 にで もお薦 めの 出来 る 「ウォー キ ング J

を取 り上 げて い きた い と思 い ます 。

1 健 康 的 に ウ ォ ー キ ン グ を ! |

① 良 い姿勢 で !

腰 に手 を 当て 、お腹 を軽 く引 き締 め る こ と

に よ り、胸 を張 り、背筋 を伸 ばす こ とが 出来

ます 。 自然 とあ ごが 引 け る為 、や や遠 くを見

る よ うに意 識 しま しょ う。

② 肩 の 力 を抜 く !

姿勢 を意 識 す るあま り無 意 識 に肩 に力 が入

りが ちです。 肩 の余 分 な力 を抜 き、楽 に呼 吸

す る と ともに、 ス ムー ズ な腕 振 りを行 ない ま

しょ う。

③ l歩 を大 き く !

いつ もよ りほ ん の わず か 1歩 を大 き く し、

股 関節 か ら振 り出す よ うに脚 を出す こ とに よ

つて膝 も伸 び 、 しつか りとか か とか ら着 地す

る こ とが 出来 ます 。

④ す ば や く体 重 を移 動 !

か か とが着 地す る とも う一 方 の か か とが上

が り、足先 で しつか りと地 面 を蹴 り出す こ と

が 出来 ます 。 これ が前 に進 む 力 とな るた め、

体 重 を前 の足 にす ばや く移 動 す る こ とが 出来

ます。

⑤ 楽 しい気 分 で !

姿勢 は気分 に よつて も変 化 す る もの。 楽 し

い気 分 で リズ ミカル に歩れ て` い きま しょ うし

日中外 で歩 くこ とに よ り、 日光 に 当た る こ

とも可 能 です。 ウォー キ ン グ と力 まず とも、

買 い物 や散 歩 な ど 日常生活 にお け る歩行 の機

会 を こま め に確 保 し、それ ぞれ に合 つた運 動

を、無 理せ ず 楽 しみ なが ら続 けてい き ま しょ

骨 粗 愁 症 の 治 療 薬

骨 粗 縣 症 の治 療 には 「薬 物

法 」 が あ ります 。

食事・ 運 動 療

当医院 で は骨 粗 愁 症 でお 困 りの方 に以 下 の

薬 を用 い て治 療 を行 つて い ます 。

・ 骨 の分解 を抑 制 す る薬
エ ビス タ・ フ ォサ マ ッ ク・ ボ ナ ロン

・骨 の形成 を助 け る薬

グ ラケ ー カ プ セル

・腸 か らの カル シ ウム吸収 を助 け る薬

ワ ンアル フ ァー

・ 食 事 か らカル シ ウムが とれ な い時 の薬
ア ス パ ラ ー Ca

高齢 社 会 とな つた現在 、高齢 化 に よ る骨 粗

愁 症 、 また若 い女性 の無理 な ダイエ ッ トに よ

つて起 こる骨粗 愁 症 が増加 して い ます 。 骨密

度 の検 査 はそ の診 断 と治 療 を行 うの に重 要 な

検 査 で あ ります 。 ご 自身 の骨 と長 く、丈 夫 に

付 き合 つてい くた め に も骨密 度 の検 査 を ご検

討 くだ さい。
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病院の日・看護の日のお贅nら世
5月 12日 はナ イ チ ンゲール 生誕 を記 念 して 「病 院 の 日 。看護 の 日」 とされ 、 この 日を

含 む 1週 間 が 「看護 週 間」 とな つてい ます 。佐 藤 病 院 で も 「病 院 の 日・ 看護 の 日」 の催 し
を、 5月 25日 (金)に行 い ます。 無料 検 診 、講演 を予 定 してお ります のでお気 軽 に ご参
加 くだ さい ます よ うご案 内 申 し上 げ ます 。

☆無料健診 :身長 。体重・ 血圧 0体脂肺測定・ 尿横査
酸素飽和濃度測定・ 腹日測定・ 握カ

☆保健 。医療・ 福祉 。介護・ 栄養の相談
☆栄養補助食品などの展示・ 試食
☆佐藤病院グ′L-7パ ネrL展

講演 『健康は実いから』

講 師 : 桂 米 裕 (かつ ら よね ひ ろ)先 生

大 阪府 大 阪市 出身 。
昭和 59年  桂 米 朝 に入 門。
平成 3年ABCお 笑 い新 人 グ ラ ンプ リ優 秀 賞受 賞。
平成 4年高 野 山真 言 宗 で 出家。
現在 、 岡 山県矢 掛 町 多 聞寺 副住 職 、 囲勝 寺住 職 、
高 野 山真 言 宗 本 山布 教 師。
FMく ら しき 「拝 、 ボー ズ !」

(金 曜 日午 前 11時 30分～ 12時放 送 )担 当 中。

パ 十 十 手 ― ス 7テ ィン グ
～ 力 ′ιシ ウ ム の 多 い お や つ ～

チ・ズツ　　魚ぶ〕

汁

　
　
　
　
　
ス

ツ
ン

ン
ナ

ン

　

　

　

一
セ

ナ

ズ

棚　　　　［　　　　　　　御 蹴 乳
::Z鴇

潤鰐
『食 パ ンは lcm角 に切 る。

バ ナナ は皮 をむ いて、手 で荒 くつぶ して レモ ン汁 をか け る。
卵・砂糖 。牛乎しをよ く混ぜ① を浸 し② も加 えて よく混ぜ る。

どlT亀咆ξダブ壁ちでア課:銀蹴(ア
Jんだチーズ、ピーナッツ、レーズンを
く。

*耐熱容器 はアル ミケースで も可

8枚切 2枚
2冽ド
1/2個分
中2個
40g
200cc
大 さじ1

40g
10g
20g

①
②
③
④
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フラワーアレンジメント開催のお知ら世
当院 で は年 2回 、 6月 と 12月 に フ ラ ワー ア レンジ メ ン ト教 室 を開催 してい ます。 今 回

も講 師 に沼本 先 生 をお迎 え して、楽 しい教 室 とな る よ う下記 の通 り企 画 い た しま した。

今回 のテーマ :き「父 の日に感謝 を込 めて 」

今年 の 6月 17日 (日 ):き父 の日です。

それにあわせて、 日頃 勝思 っていてもなかなか富 え

ないお貧様 へ の感謝の気持 ちを、素敵 なフラワー

ア じンジ メン トに込 めてみき世んか ?

: 0日 10日 (=L) ,4:00～ 15:30
: 佐藤病院テイケ7棟 3階
: 19000円

時
所
費加

日
場
参

<写真け父の日をイメージして

作成された見本です >

定員 15名 で締 め切 らせていただき審オので、 ご希望 の方

:き お早 めにお申 し込 み下 さい。

詳 しく :き 病院

'階
受付きでお問い合わせ ください。

※当日、見本 こ花 の内容 が一部変 更にな ることがあ ιlき す。

※作品 が完成 した際 に :き 記念撮影 をさ世ていただき、次号 の

そ よかぜ 48号 へ掲載 させていただ きます。

日本 医 療 機 能 評 価 機 構 思 定 病 院

住  所

丁 EL
F∧ X
∪ RL
E man

〒 702-8053

冒習雪更5著奮杢冒8覆 13
R??百ぞ分£馬£量2乳 p・Com
infoCヽ ato―hp.com

Lヽ
詢

医 療 法 人  明 芳 会 佐 藤 病 院

璽合屏く要詳」晋竃1声ちゃぃむ
通 所 リハ ビ リ テ ー シ ヨ ン

居 宅 介 護 支 援 事 業 所

老 人 福 祉 施 設 う ら ら か

塀引戻蓄貢
人ホ

3會 _トスティ
デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー
ヘ ル バ ー ス テ ー シ ヨ ン

在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

地 域 密 着 型 老 人 福 祉 施 設 け や き

原裂覆雪毒羹塾淫含介護
シ ョ ー トス テ イ

条又博蒼磐彗案灯 像tキ 2o社

∫

社 会 福 祉 法 人  一 耀 会

Ψ
♂

カザ
椰講 福島小学技 II二]二三]「…

0

鷲ず
°
建羹事』"

暑:寧 0

O

株 式 会 社
エ ス ‐エ ツチ 。メ デ カ ル 士口

ｐ体

福

新

瘍辣←
編 集 イた す已…………

=i基
真」

・
;・」
・
J二

¨
募II[11¨

…

ぅ電鴛通魯危≧fIぢ象「奪讐暴馨L?ましでヒ地域の皆様により良い医療と福祉を提供し
てい きたい と思 つてお ります。

年 度 も替 わ り広報委 員会 メ ンバー も一新 しま した。今 後 もます ます 楽 しく親 しまれ る広報

誌 「そ よかぜ 」 を発 行 してい きたい と思 つて お ります ので、 ど うぞ宜 しくお願 い します。
ψ
ζ

* 今回、掲載 させていただきま した方々には氏名 、写真等の個人情報 に関 して ご了承いただいてお ります。 ご協力    .r
あ りが とうございま した。                                           護`:
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